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今一
日
午
ー
を
結
集
し
て
よ
き
建
設
ぞ
進
め
て
ぷ
一
一
九
大
洗
町
職
員
の
給
与
、
旅
費
の
改
訂
由

一

。

る

一

一

一

行

き

た

い

と

思

っ

て

お

り

ま

す

'

一

の

た

め

の

条

例

の

一

部

改

正

(

原

案

一

一

宅

私

害

防

と

い

う

地

理

将

来

終

一

可

決

)

一

一

そ

考

え

る

時

、

大

理

主

心

と

し

た

会

一

六

大

洗

町

議

会

議

員

の

報

酬

、

費

用

弁

一

一

建

設

や

盟

ん

の

開

発

が

滋

み

、

そ

の

未

刑

d

一
償
等
の
改
訂
の
た
め
の
条
例
改
正
一

守
一
来
阿
ば
限
り
な
ぐ
阿
か
れ
ま
す
が
、
特

1

一

(

原

案

可

決

)

一

T

一

に

開

発

に

当

つ

て

は

美

し

い

向

舎

の

建

一

嘉

勢

貫

徹

会

一

役

お

よ

び

教

豆

町
民
の
符
さ
ん
一
両
か
ら
み
る
と
第
四
次
富
岡
に
な
る
一
露
と
童
相
の
問
題
、
或
い
は
町
豆
類
に
留
意
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
丹
一
長
)
の
給
与
お
よ
び
旅
費
の
改
訂
の
一

語
新
ら
し
い
年
を
迎
え
て
心
か
ら
一
わ
け
で
す
。
国
詩
的
に
は
一
一
兆
一
千
億
一
と
り
ま
〈
海
や
河
川
の
汚
染
の
問
題
等
一
お
り
ま
す
。
、
な
お
昨
年
の
暮
れ
、
押

2

一
条
例
改
正
(
原
案
可
決
)
一

望
芝
申
し
上
げ
ま
す
。
時
閣
議
一
の
決
定
辛
苦
し
た
が
、
こ
の
中
英
一
多
ぐ
の
解
決
す
べ
き
課
題
毒
そ
お
一
し
つ
ま
っ
た
二
十
八
日
、
お
議
の
車

1

一
八
大
洗
町
土
地
開
発
雲
条
例
の
制
定

っ
て
厳
頭
に
碑
け
る
新
潮
の
し
ぶ
き
も
一
書
長
ら
し
〈
拡
霊
壁
画
が
つ
一
り
ま
す
ロ
五
を
視
に
雪
去
し
た
。
前
に
吹
上
げ
第
七
回
大
洗
町
定
例
議
会
は
、
去
る
一
町
が
推
進
す
べ
き
公
共
事
業
に
必
要
一

白
く
限
に
減
み
、
大
洗
の
海
と
陸
に
生
一
〈
ら
れ
今
年
か
ら
賄
事
{
ゐ
予
定
で
あ
り
一
特
に
地
域
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
作
、
演
蹟
の
翼
民
研
究
を
依
頼
し
た
孝
盲
学
時

L
百
円
二
十
一
日
日
か
ら
二
十
一
一
百
ま
一
な
土
地
の
先
行
取
得
を
行
な
う
た
め
一

品
刊
誌
時
計
将
一
子
治
2
1
2蓄
や
一
時
間
腕
政
直
前
日
時
間
事
詩
一
軒
詰
軒
主
E
u
m
u
明日持切一

み
ま
す
と
、
当
つ
農
業
面
で
は
、
水
稲
一
大
喜
の
よ
主
外
語
湾
と
は
異
な
一
館
活
防
護
側
づ
く
り
に
真
剣
で
あ
い
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
一
の
特
別
職
な
ら
び
に
議
会
費
の
給
与
一
す
(
原
中
味
可
決
〉
一

ば
良
好
で
し
た
が
降
稲
と
ピ
1
ル
麦
は
一

D
、
地
方
残
業
の
援
組
、
を
岡
あ
と
い
う
一
り
そ
の
腕
設
も
算
発
信
て
し
て
き
で
お
一
諮
し
に
よ
り
ま
す
と
、
里
代
史
蹟
に
一
や
報
酬
の
改
一
一
一
刊
の
た
め
の
条
例
改
一
止
を
一
九
給
与
改
定
に
伴
な
う
人
件
費
な
ど
の
一

号
、
程
度
の
問
題
で
ち
い
年
一
意
味
に
於
い
て
書
室
袋
署
と
す
ま
す
が
地
域
全
俸
と
し
て
な
お
一
層
一
な
っ
て
お
る
舗
塚
よ
り
年
代
告
白
一
は
じ
め
、
高
町
高
開
発
基
金
条
例
一
追
加
重
と
し
た
、
一
般
会
計
、
五
一

で
し
た
。
た
だ
水
産
薗
で
は
小
塑
船
が
一
い
う
快
格
で
あ
り
、
亦
そ
れ
は
非
常
に
一
環
境
保
全
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
演
で
は
烈
ら
〈
日
本
最
大
の
も
の
で
あ
一
の
制
定
、
田
和
四
十
五
年
度
各
会
計
の
一
八
四
二
万
円
の
追
加
補
正
予
算
お
よ
一

漁
に
恵
ま
れ
、
大
型
船
も
起
吹
は
あ
一
大
切
で
あ
ゐ
患
っ
て
お
り
ま
す
。
た
一
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
づ
と
り
に
す
全
国
の
第
か
ら
注
目
さ
れ
て
お
る
一
補
F予
算
、
男
四
十
四
年
度
各
章
一
び
国
保
、
魚
市
場
、
水
道
な
ど
特
別
一

り
ま
し
た
が
順
調
に
推
移
致
し
ま
し
た
一
だ
最
近
私
達
の
周
辺
に
は
州
沼
港
の
開
一
は
こ
う
し
た
環
境
保
全
と
い
う
考
へ
方
一
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
小
高
い
丘
陵
会
一
の
決
算
認
定
な
ど
重
要
議
案
の
審
議
が
一
会
計
な
ど
玄
パ
三
万
円
の
追
加
補
正
一

し
、
観
光
面
で
も
夏
が
天
候
に
煎
ま
れ
一
発
と
か
、
射
書
跡
内
流
選
湾
と
か
す
仰
に
更
に
一
層
重
要
な
要
素
加
わ
一
部
が
石
だ
た
み
に
な
っ
て
お
り
、
を
右
な
わ
れ
ま
し
た
。
一
予
算
(
原
案
可
決
)
一

て
比
較
的
順
調
で
あ
っ
た
こ
と
は
幸
い
一
巨
大
な
る
構
想
川
論
議
さ
れ
て
お
り
ま
一
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
私
達
が
一
何
時
の
伺
先
の
生
活
が
ど
ん
な
で
あ
っ
一
第
一
日
(
二
十
一
日
)
太
会
議
一
十
去
る
十
一
斉
二
十
五
日
任
期
尚
早
J

と一

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
寄
問
題
点
字
。
寄
商
業
員
輿
と
い
う
こ
と
は
互
に
隅
え
て
雪
地
域
量
産
と
い
完
ろ
っ
と
斡
し
た
だ
ず
ん
で
お
り
ま
し
一
一
茨
城
県
市
町
村
職
員
義
組
合
資
産
一
な
る
大
軒
監
査
委
員
、
犬
山
室
一

は
多
く
出
て
来
て
お
り
ま
す
が
、
台
風
一
私
達
が
生
向
す
る
L
L
に
於
い
て
重
要
な
一
う
塁
線
一
が
中
心
で
あ
り
ま
す
。
一
た
。
亦
一
方
町
の
南
に
は
最
も
新
し
い
一
管
用
組
合
規
約
の
変
更
(
専
決
処
分
一
民
の
再
選
に
同
意
一

等
の
災
害
も
そ
う
大
き
た
も
の
は
な
く
一
要
素
で
あ
り
宍
す
が
、
こ
う
い
品
動
一
こ
の
た
び
向
治
省
の
新
震
予
算
の
一
塁
警
あ
石
原
平
カ
の
嫡
設
が
進
ん
で
一
の
承
認
)
一
十
一
陳
情
書
(
道
路
舗
装
整
備
、
小
中
一

た
だ
火
災
事
喜
一
回
あ
っ
た
こ
と
だ
一
理
主
私
達
同
ど
っ
対
処
し
て
守
一
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
完
隣
社
会
二
お
り
ま
す
。
こ
う
し
て
私
警
告
地
一
一
夫
許
庁
舎
の
同
和
四
十
五
年
度
事
一
学
校
撃
の
充
実
)
一
一
件
に
つ
い
て
一

思
議
で
し
た
が
比
較
的
平
穏
な
年
一
か
、
言
聖
地
域
づ
く
り
と
は
一
啓
一
患
が
打
ち
聞
き
れ
去
し
た
。
そ
れ
は
一
患
者
百
く
て
新
し
く
、
新
し
く
て
一
業
(
防
護
依
工
事
長
菜
認
識
一
は
そ
れ
ぞ
れ
担
当
常
任
委
員
会
に
主

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
町
の
建
設
事
一
何
か
と
い
う
こ
と
を
新
た
め
て
考
え
直
一
最
近
市
町
村
の
規
模
が
拡
大
さ
れ
住
民
一
古
〈
、
こ
う
い
長
史
あ
る
風
妻
胸
一
決
(
契
約
金
額
七
、
二
八
O
万

円

鹿

一

託

翠

一

十

一

百

は

休

会

一

詩

詩

諸

問

的

U一
し

沼

町

内

町

内

祝

日

計

百

諸

問

問

れ

揺

れ

一

日

刊

山

内

科

一

本

年

も

努

力

す

る

積

一

九

時

間

同

時

持

工

事

(

陵

高

官

U
E
U九
時
で

事
現
立
地
の
冷
蔵
庫
建
設
、
一
中
の
給
一
る
か
と
い
う
根
本
の
命
顔
で
す
。
こ
れ
一
士
一
一
的
た
参
加
を
決
め
な
が
ら
快
瀦
な
生
一
終
り
に
臨
み
昨
年
度
は
火
災
事
政
や
一
一
関
)
の
契
約
承
認
議
決
(
契
約
金
額
二
会
計
、
水
道
事
業
会
計
、
魚
市
場
事
一

食
と
同
一
房
工
事
、
南
中
の
依
育
館
建
設
一
は
世
界
観
、
人
用
鋭
、
或
い
は
問
値
観
一
泊
を
促
巡
す
る
術
策
を
進
め
る
と
い
う
一
選
挙
等
で
町
民
の
み
な
さ
ん
に
大
変
御
士
一
七
O
方
一
円
、
飯
村
機
電
工
業
X
K
請
一
業
会
計
、
東
茨
城
郡
公
平
委
員
会
会
一
体
出

庁
舎
の
建
設
工
事
等
、
肴
々
と
進
行
し
一
と
い
う
高
次
元
の
問
題
で
あ
り
ま
す
が
一
こ
と
で
あ
り
去
す
。
こ
う
い
う
地
域
の
一
迷
議
ぞ
か
け
亦
御
厚
情
に
預
り
心
か
ら
一
負
〉
一
計
な
ど
各
特
別
会
計
決
算
の
承
認
を
一

e

て
お
り
ま
す
。
一
た
だ
地
域
と
い
う
-
つ
の
集
団
の
宅
一
連
事
着
め
て
守
と
い

2
と
は
一
思
議
一
し
上
げ
ま
す
と
吉
本
年
も
喜
一
ぺ
冷
蔵
庫
室
工
事
の
請
負
契
一
求
め
る
案
件
を
一
括
上
提
、
大
量
一
寺

財
政
簡
で
は
四
十
四
年
度
の
決
算
も
一
私
達
の
い
え
あ
こ
と
ば
、
農
民
立
大
切
で
あ
り
ま
し
て
今
後
私
達
も
出
来
一
皆
さ
ん
の
上
に
御
多
幸
な
長
続
き
ま
一
約
の
承
認
議
決
(
契
約
金
額
六
、
ニ
査
委
員
よ
り
監
査
棄
に
つ
い
て
意
一
日

士
一
月
定
例
議
会
で
審
議
決
定
さ
れ
ご
人
一
人
が
管
の
待
望
希
望
喜
一
る
だ
け
私
達
の
壊
の
特
色
茎
か
し
す
ょ
う
哲
上
げ
ま
す
。
一
九
八
万
円
、
主
小
器
製
作
喜
一
見
が
述
べ
ら
れ
、
全
議
案
に
わ
た
U
一

:

ま
し
た
の
で
、
別
掲
の
報
告
書
ぞ
お
読
J

ち

、

均

一

き

が

い

の

あ

る

牛

一

活

が

出

来

る

一

可

能

性

を

引

き

出

し

、

地

域

の

エ

ネ

ル

-

-

負

)

一

質

疑

応

答

が

あ

っ

て

原

案

通

D
認
定
一

A
畠

み
に
な
っ
て
裁
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
一
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
が
環
づ
く
り
の
一

1
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
i
l
i
l
i
l
i
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
l

一

と

な

り

ま

し

た

。

一

日
時
間
関
駐
日
訂
一
時
間
五
訪
問
υ
一
新
年
の
融
撲
拶
一
な
都
民
政
H
U一
日
同
日
開
計
四
持
干

し

卓

出

し

た

。

重

一

十

四

日

か

ら

雪

一

い

う

こ

と

が

亦

私

書

還

に

与

え

ら

一

一

と

り

が

町

定

こ

そ

を

寄

せ

ら

れ

、

愛

一

て

、

午

後

二

時

間

会

と

な

U
ま
し
た
。
一
寄

っ

た

予

算

陳

情

運

動

に

上

京

参

加

主

一

定

書

で

も

あ

り

ま

す

。

?

の

一

襲

撃

田

山

安

蔵

一

Z
L
Yさい
ま

す

の

芸

下

l
i
l
i
-
-
E

し
た
が
、
運
輸
省
の
港
湾
、
鉄
道
、
前
五
件
美
た
す
に
は
幾
つ
か
の
大
き
な
一
ミ

g

F

-

す
れ
ば
、
な
か
な
か
住
み
よ
い
、
美
く
り
ま
す
町
本
年
は
、
昨
年
ま
で
雪
一

き
号
、
町
で
も
大
き
昌
一
要
素
が
必
要
で
あ
り
ま
す

o
l
L色野
一

皆

様

襲

l
i
t
zり難
い
も
の
で

i一
存

舎

の

よ

F
U
R
L

A
H
H
計百五日一刷協議勝一目立ぷ否は一ぃ問一
2
2
5
L
泣い宮山一毘

湾
問
題
に
致
し
ま
し
で
も
、
四
十
一
一
犀
一
何
に
し
γ建
言
し
て
仔
く
か
と
一
…

J
3勾麟
機
一
直
ち
に
町
政
の
上
に
反
映
い
た
し
ま
す
一
し
て
の
港
湾
に
、
号
、
裏
道
路
一
な
が
ら
、
王
室
長
の
生
-

度
か
ら
四
十
七
年
度
ま
で
の
五
ヶ
年
間
一
い
う
こ
と
は
標
語
重
要
素
で
あ
一

J
Z験
機
鱗
議
離
饗
一
の
で
二
万
町
民
も
ひ
と
し
く
こ
れ
星
一
等
々
、
警
こ
次
ぐ

?
-
2
1一
治
向
上
の
た
め
に
献
身
す
る
考
え
で
あ

国
会
俸
の
港
湾
の
予
算
が
一
兆
三
恵
了
ま
す
。
特
に
今
円
集
識
の
宅
一
…
…
ぽ
常
識
ラ
伏
鱒
糟
一
巳
て
お
ら
れ
た
こ
と
と

Eナ
。
一
依
然
と
し
て
慌
に
と
り
残
さ
れ
な
川
一

D
ま
す
G

で
し
た
が
道
警
自
動
車
の
関
係
と
同
一
で
〈
高
ま
っ
て
き
つ
つ
あ
る
舎
の
一
ι…
ぷ

泌

精

肉

一

室

長

主

し

で

は

、

多

少

一

将

来

の

警

繋

が

る

努

力

が

さ

れ

て

に

と

ぞ

町

民

皇

室

に

お

か

れ

じ
く
、
産
管
る
需
要
に
追
い
つ
け
一
問
題
、
こ
れ
は
楠
び
つ
つ
あ
る
経
済
関
一

3
5

一
の
曲
折
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
と
は
申
し
て
お
り
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
め
ざ
ま
一
て
は
、
事
会
に
対
し
て
集
に
か
わ

ず
四
十
六
年
度
か
ら
五
十
年
度
ま
で
新
一
発
に
対
す
る
反
省
で
も
号
、
新
年
度
一

Eの
皆
さ
ん
、
明
言
し
て
お
め
な
が
ら
表
、
農
産
省
協
力
に
し
い
進
展
霊
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
町
一
ら
な
い
御
霊
と
御
協
力
を
賜
わ
り
ま

し
い
五
ケ
一
年
間
の
改
訂
計
闘
を
つ
く
と
の
予
警
察
環
境
保
護
省
を
つ
く
る
一
で
と
う
む
ざ
い
ま
す
。
一
宮
、
名
実
備
わ
っ
た
現
町
長
の
当
選
一
半
面
、
民
生
安
定
へ
の
努
力
も
併
行
せ
ず
ょ
っ
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
予
算
ニ
兆
五
千
億
を
獲
得
し
よ
う
一
と
い
う
こ
と
も
現
実
の
童
に
変
る
一

ζ
こ
に
霊
泉
雪
迎
え
る
に
当
一
覧
一
ま
し
て
審
議
行
の
義
主
ね
ば
な
ら
な
い
訳
で
あ
る
こ
と
は
宇
一
皆
さ
ま
の
御
健
康
と
護
軍

と
い
う
真
剣
な
運
動
で
し
た
。
こ
れ
は
豆
町
姿
勢

2
つ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
D
一た

q
皆
さ
ん
の
御
遣
と
御
繁
栄
を
一
確
立
す
る
こ
と
が
で
重
ち
た
こ
と
は
玄
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
リ
り
し
て
製
拶
と
い
た
し
ま
す
。

一
一
一
十
穴
年
度
か
ら
雲
っ
た
第
一
次
計
一
ま
し
ょ
う
。
私
達
も
す
で
に
町
の
狭
い
一
心
か
ら
お
す
い
た
し
ま
す
。
一
御
同
慶
に
た
え
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
一
こ
こ
に
昭
和
崎
署
迎
え
た
の
五

新年の

翻撲拶

窃〉

く悶7

主聾

力日

藤

ます
保険料は完納されていますか

滞納があると失格する場合があり



(2) 

(20，296) (14，928) (14，153) (10，418) 

ま
せ
ん
一
九
引

C
牢
代
ば
内
政
の
年
と

し
て
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
て
居
り
ま
す
よ
う

に
地
方
団
体
の
住
み
良
い
生
活
の
湯
の

建
設
に
カ
を
入
れ
そ
の
充
実
を
図
る
べ

き
蒔
期
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
ぎ
れ
も
な

い
事
実
で
あ
り
-
ま
ず
、
こ
の
為
私
ど
も

は
施
設
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
点
に
つ

い
て
は
財
源
の
重
点
的
配
分
を
も
っ
て

住
民
の
み
な
さ
ん
-
人
一
人
の
た
め
の

一
年
宣
い
生
活
の
場
建
設
に
努
力
そ
し

一
て
ま
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
し
亦

一
議
か
な
地
域
社
会
を
建
設
し
て
い
く
こ

一
と
の
出
来
る
よ
う
な
条
件
を
と
と
の
え

一
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
で
も
、
更
に
努
力

一
し
て
参
り
ま
し
た
、
し
か
し
こ
ん
に
ち

一
の
地
方
財
政
の
実
態
か
ら
申
し
ま
す
と

一
そ
の
収
支
尻
に
若
千
の
改
善
が
み
ら
れ

一
ま
す
も
の
の
財
政
構
造
に
は
な
お
も
勝

一
力
性
に
乏
し
く
社
会
経
済
の
進
展
に
伴

一
う
新
た
な
財
政
需
要
に
対
応
し
て
行
政

一
水
準
の
向
上
を
図
る
に
は
財
政
運
営
の

一
上
で
一
一
層
き
び
し
い
状
海
に
あ
る
わ
け

で
す
が
私
共
ば
、
こ
れ
ら
の
多
く
の

需
要
に
対
処
で
き
る
必
要
な
財
源
確
保

を
図
る
こ
と
と
行
政
経
賓
の
合
理
化
と

効
率
化
学
]
徹
低
し
財
源
の
重
点
的
杷
今

-
と
長
期
的
な
見
通
し
め
も
と
に
計
麹
的

に
地
域
住
民
の
生
活
水
準
向
上
の
た
め

の
施
策
を
実
現
す
べ
き
資
務
の
重
大
さ

を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
「
地
域
づ
く
り
」
「
街
づ
く

り
」
は
そ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
行

政
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
住
み

良
い
生
活
心
場
と
殺
か
な
地
域
社
会
の

胆

昭

和

糾

年

度

各

種

会

針

決

算

の

概

混

唱
一
近
年
に
存
在
会
経
済
の
急
激
な
一
活
躍
進
し
た
こ
ん
に
ち
に
お
い
て
住

ε
一
変
動
に
伴
い
ま
し
て
、
国
民
経
済
の
成
一
民
一
人
一
人
が
め
ざ
ま
し
い
経
済
の
繁

け
一
長
と
長
治
水
準
の
著
し
い
上
昇
は
他
に
一
栄
と
成
長
を
み
づ
か
ら
の
生
活
の
実
感

F
一
例
が
な
い
と
一
広
わ
れ
て
お
D
ま
す
が
、
一
と
し
て
受
け
と
め
得
な
い
理
由
に
つ
い

け
一
反
面
行
政
執
行
の
上
に
は
過
密
、
過
疎
一
て
も
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
利
用
す
る

唱
一
の
立
3
み
を
は
じ
め
と
す
る
、
公
害
、
一
身
近
か
な
、
問
題
、
議
時
測
溝
、
下
水

ι
一
交
通
問
題
、
新
し
い
行
財
政
需
要
に
対
一
道
及
び
清
掃
、
こ
れ
ら
住
民
の
み
な
さ

M
一
処
す
る
こ
と
等
、
と
り
わ
け
住
民
の
日
一
ん
に
と
っ
て
は
日
々
の
生
活
の
利
便
の

市
一
常
長
治
に
密
着
す
る
生
活
関
連
施
設
は
一
た
め
の
行
改
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
あ
り
ω

空
室
な
状
態
で
る
さ
も
一
玄
わ
れ
て
居
一
こ
れ
が
全
国
的
に
務
備
が
遅
れ
て
い
る

り
ま
す
、
国
民
総
笠
澄
世
界
第
二
位
ま
一
と
こ
ろ
に
起
因
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

し、らあおお鋸 54畢

3.0% 
の内訳

地方交付税

歳入(決算)

f見

25.6% 

方地

31.1% 

さ
品
"
と
閉

山

mfr

:
(
 

-
L
t
J一一回
;
3
 

古
討
ハ
q
h

:
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の内訳

教 費

lR，3% 

務総J

歳出(決算)

費ヰー

1102，271¥ 

18.4% 

土背

24.5% 

555，615 (千円)

11Ol，ii2Gl (136，261)下1'1重傷

昭和44年度歳入歳出性質別占拠率の状況

苛安

建
設
が
で
き
る
も
の
と
種
信
い
た
し
て

お
り
一
ま
す

こ
う
し
た
基
本
的
な
考
え
方
に
立
っ

て
田
和
四
十
四
年
度
の
予
算
執
行
に
あ

た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
各

舗
相
会
計
の
決
算
と
そ
の
指
標
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
公
表
い
た
し
ま
す
。

昭
和
国
十
四
年
度
一
般
会
計
才
入

才
胆
決
算

。
才
入
五
八
三
、
一
一
一
六
四
千
円
(
予

算
額
に
対
す
る
割
合
)
九
六
%

。
才
出
茸
五
五
、
六
一
五
千
円

(
九
二
%
)

事
年
度
繰
越
事
業
一

O
、一一一
O

O
千
円

実
質
剰
余
金
一
七
、
四
四
九
千
円

才
入
暫(

)
ば
予
算
額

町
税
一
四
九
、

O
六
一
千
円

(
一
四
一
一
一
、
=
一
八
九
千
円
)

一O
四
必

こ
れ
は
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く

各
穐
の
税
余
で
全
オ
入
の
二
五
、
六

パ
1
セ
シ
ト
を
占
め
る
大
さ
な
も
の

で
す
釦
民
税
、
囲
気
資
産
税
、
棋
戦
向
動
車

税
、
た
ば
こ
消
費
税
(
出
向
さ
ん
が
町

内
で
ハ
イ
ラ
イ
ト
一
コ
を
買
う
と
、

十
一
一
一
円
八
十
七
銭
が
タ
バ
コ
消
費
税

と
し
て
町
の
収
入
に
た
り
卓
出
す
)
電
一

気

ガ

ス

税

な

ど

で

す

。

一

自

動

態

取

得

税

交

付

金

一

問
、
二
一
一
O
、

千

円

一

(13.8%) 

( 

ネ見方

(25.6%) 

地

80，759 

宋
然
に
防
ぐ
為
に
交
付
さ
れ
る
も
の

で
す
。分
担
金
お
よ
び
負
担
金

一五、

0
0八
千
円

(
一
八
、

λ
一一一八千円〉

予
鑓
額
ー
に
対
し
八
OMm

保
育
所
に
は
い
っ
て
い
る
子
ど
も

の
保
護
者
が
町
に
支
払
う
お
金
や
町

が
行
な
う
工
事
で
こ
れ
に
よ
っ
て
一

部
の
方
が
受
廷
と
な
る
よ
う
な
湯
合

に
そ
の
方
々
か
ら
工
事
費
の
一
部
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

使
用
料
お
よ
び
手
数
料

七
、
八
三
王
子
円

(
七
、
五
一
二
O
千
円
)

予
算
額
に
対
し
一

O
四
必

こ
れ
は
、
町
営
住
宅
の
使
用
斜
や
研

修
会
鎖
あ
る
い
は
公
民
館
等
の
使
用

斜
の
ほ
か
戸
籍
、
印
鑑
一
社
間
等
の
手

数
斜
な
ど
が
主
な
る
も
の
で
す
。

国
償
支
出
金

八
O
、
ご
一
一
一
、
千
円

(
八
一
息
、
。
七
O
平
円
〉

予
算
績
は
対
し
九
閉
必

政
務
や
一
稿
料
事
業
に
対
す
る
国
の

負
拘
今
一
や
無
線
放
送
腕
設
工
事

卓
{
た
と
み
問
却
制
建
設
事
業
夏
海

小
品
午
校
間
一
斉
改
柑
也
事
業
等
に
対
す
る

同
か
ら
出
る
補
助
金
が
お
も
な
る
も

の
で
す
。県
支
出
金

一
七
、
四
四
=
干
円

(
一
七
、
八
五
五
平
円
〉

予
算
措
一
に
対
し
九
八
Mm

福
祉
事
業
に
対
ず
る
県
の
負
損
金

や
農
林
、
水
麗
捺
等
の
振
興
L
対

す
る
補
助
金
が
主
な
る
も
の
で
す

財
産
収
入

七
一
、
八
一
六
千
円

ハ
九
閥
、
三
七
六
千
円
〉

予
鍍
額
巴
対
し
七
六
必

乙
れ
は
町
有
地
や
町
有
財
産
の
貸
し

付
け
に
よ
る
収
入
の
倒
官
有
地
の
開

発
を
図
る
こ
と
に
よ
る
収
入
が
主
な

る
も
の
で
こ
の
他
預
金
の
利
子
等
も

含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

防
備

四
O
、
七
O
O千
円
予
算
に
対
し

(
図
。
、
七
O
O干
円
)
一

O
O
M

皆
さ
ん
に
御
利
用
し
て
い
た
だ
く

町
の
施
設
と
み
焼
却
場
の
建
設

幹
線
排
水
路
建
設
大
洗
滋
の
建
設

夏
海
小
学
校
の
建
設
等
に
大
蔵
省

な
ど
の
関
係
機
関
か
ら
借
り
受
け

る
資
金
で
す
。

そ
の
他

寄
付
金
三
三
九
、
手
円

(
四
一
九
1

E

T

円〉

繰

入

金

(

五

O
干
円
)

繰
越
金
四
、
一
一
一
一

O
平
円

ハ
四
、
一
一
=
o
平
円
)

錯
収
入
宜
、
四
五
六
平
円

(
図
、
凶
O
九
平
円
)

甲
才

出
曹

人
件
費一
六
九
、
一
一
九
千
円

扶助費(2.3%)12，808 

その定(2.5%)13，566歳出

投資及び出資金

(3.7%) 
20，445 

こ
れ
は
、
費
の
給
与
の
伐
議
会

議
員
及
び
各
種
の
委
員
等
の
報
酬
が

主
な
る
も
の
で
す
。

扶
助
費

=
一
、
八
O
八
千
円

こ
れ
は
保
育
所
の
児
賞
唖
脂
質
及
ひ

学
校
児
高
島
雷
雲
保
護
準
要
保
護
等
の

経
費
が
主
な
る
も
の
で
す
。

公
情
費
=
o
、
=
九
六
千
円

こ
れ
は
皆
さ
ん
に
利
用
い
た
だ
く
各

種
施
設
獲
備
の
た
め
に
借
り
受
け
た

資
金
の
償
還
金
で
す
。

物
件
費
六
回
、
一
一
九
六
千
円

こ
の
経
費
は
行
政
を
行
な
う
k
に
必

要
な
、
庁
用
の
一
般
経
費
の
他
教
材

資
材
等
が
主
な
る
も
の
で
す
。

維
持
椅
修
費

四
、
八
六
四
千
円

こ
の
経
費
は
町
有
財
産
の
修
還
及
ぴ

筒
散
に
補
修
で
き
る
道
路
及
び
測
構

等
に
あ
て
る
経
費
で
す
。

補
助
費
等

一一一七、五
O
七
千
円

こ
の
経
費
は
法
に
よ
り
徴
収
さ
れ
る

負
担
金
及
び
交
付
金
の
他
団
依
等
に

対
し
て
補
助
す
る
も
の
、
あ
る
い
は

他
市
町
で
高
校
建
設
等
が
行
な
わ
れ

町
ら
通
学
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

そ
の
生
徒
数
等
に
よ
り
寄
付
金
を
納

め
ま
す
が
こ
れ
ら
が
主
な
る
も
の
で

す
υ

積
立
金

円
五
、
一
一
一
一
一
一
平
円
出

こ
れ
は
現
在
無
線
放
送
施
設
が
あ
h
y

ま
す
が
こ
の
更
新
を
図
る
た
め
に
は

大
き
な
資
金
が
必
要
と
な
h
u
ま
ず
か

ら
そ
の
た
め
の
積
立
と
現
在
庁
舎
の

建
設
が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
庁

舎
建
設
に
あ
た
っ
て
積
立
ら
れ
た
基

金
か
ら
空
ず
る
利
子
を
さ
ら
に
基
金

に
積
立
を
し
た
も
の
で
こ
れ
ら
が
主

な
る
も
の
で
す
。

投
資
及
ぴ
出
資
金

円ニ

O
、
四
四
五
千
円
出

こ
の
経
費
は
水
道
事
業
に
対
す
る
も

の
が
主
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

水
道
事
業
に
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
出
資

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
印
し
ま

す
と
、
本
町
は
夏
季
に
お
け
る
配
水

量
が
一
日
以
均
二
、
四
四
一
一
ト
ン
の

配
水
量
に
対

L
四
0
0
0ト
ン
を
よ

廻
る
と
云
・
フ
ピ
ー
ク
侍
の
骨
一
宮
が
年
々

増
大
し
て
お
h
yま
す
の
で
こ
の
為
に

乙
の
一
夏
季
に
配
水
さ
れ
る
能
力
を
ゐ

た
な
け
れ
ば
断
水
と
云
う
こ
と
に
な

る
た
め
に
膨
大
な
る
設
備
投
資
を
し

て
給
水
能
力
の
充
実
と
水
源
確
保
に

努
め
て
お

P
ま
す
の
で
こ
れ
ら
の
投

、誇
L
対
す
る
出
資
で
あ
り
ま
す
。

鰻
出
金

問
一
、
倒
七
O
千
円
出

普
通
建
鵠
顎
撲

円
一
一
五
、
五
七
九
千
里
一

180百万

155，734 

100百万

昭和44年度特別会計決算の状況(単位千円)

歳出

国民健康保険事業会計

歳入100百万180百万

180，123 

こ
の
経
質
は
各
積
施
設
の
獲
備
施
翼

の
た
め
の
も
の
で
そ
の
主
な
も
の
阻

む
み
焼
却
場
連
設
、
道
路
及
び
排
水

溝
の
整
備
、
道
路
新
設
工
事
支
海
小

学
校
防
音
工
事
、
t

各
学
校
潔
涜
控
備

大
洗
浴
建
設
事
業
、
無
線
放
送
飽
設

設
置
工
事
、
を
宅
と
す
る
も
の
で
あ

り
全
オ
出
の
二
九
、
五
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

会計

魚市場事業会計

ハ
=
一
、
八
九
O
千
円

『
予
算
額
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1
器開一間担問一一一一誠一耕一一一一点一一一

日
開
口
日
持
開
計
百
町
山
い
い
同
時
間
同
諸
日
い
う
叩
昨
日
日
山
市
山
内
昨
日
目
昨
日
町
一
訪
問
問

ru一
歳

末

助

け

あ

い

寄

付

者

一

手

個

商

工

信

用

組

合

大

洗

支

底

殿

一

一

一

一

∞

∞

一

編

夏

海

帰

人

会

殿

た
り
、
¥
奪
借
り
た
り

i
iにす
p
i
l
i
-
j
j
f時り
ま

せ

ん

の

で

な

る

べ

く

交

自

身

日

(

十

一

一

月

二

十

八

日

現

在

)

一

一

一

σ、
0
0
0円
一

信

宣

告

せ

い

殿

使

用

し

ま

ず

こ

の

時

こ

の

去

る

の

三

日

鑑

官

点

は

や

は

り

保

が

署

員

ら

れ

る

よ

フ

お

す

す

一

日

記

時

時

一

一

一

5
0
1
岡
妥
当

JJJ宿蜜一二量一毘区
:ii
宕妻雪i突警i一瓦悶

叩時町軒軒吋帥軒町れ軒μ計巧
心η叫一守7
訪
町
民
軒
引
計
山
日
日
口ι財討M引q刊吋ιずjぺ
二

…

匠

一

EEト一
ニ
日

刊詔詰詰咋日話語山酎臨ド時日
U出巴
叫
封
能
民
わ
れ
軒
U抗
れ
町
限
詰
同
日
詰
川
針
制
出
出
出
一
間

m日日一
ト

jJj1
品
弓
で
吋
告
畏
信M
杭

話

詰

号

問

持

号

以

日

山

パ

昨

ぜ

…

一

酷

臨

一

開

酷

龍

一

鵬

臨

一

師

…

jjU洗パ
ー

ク

ホ

テ

ル

古

川

一

一

一

踏

ん

炉

日

抗

措

仕

切

れ

町

山

一

一

位

昨

日

開

話

料

駐

日

時

計

百

言

語

諸

説

込

喜

一

商

一

一

寸

o
m
m
lク
ホ
一
ル
従
長
一
一
一
五
一
ヱ
ハ
円

主
主
ロ
コ
ょ
っ
に
震
が
ち
で
な
皇
せ
ん

D

L

花
牝
接
待
給
停
i
f
i
fい
試

ク

万

七

殿

一

O
一
議
団
法
司
会
コ
絡
協
議
会
殿
了
。
、
。
靖
人
会

tgas-巳
BEgs、SEatsEa，、
S恩
BaastaeBakstaeE震
Btg也
pg、
Ease‘，
EEE巴
gtse、
aaagEtaE2S姐
'S司
a4ae、
a包

け
る
扶
助
料
は
、
六
万
円
と
最
低
額
が

保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

O
恩
給
、
遺
族
年
金
時
の
増
額

昭
和
四
十
蕊
年
十
月
分
以
降
受
け
る

各
績
の
公
的
年
金
が
増
警
れ
ま
す
。

普
通
同
時
給
八
・
七
五
%

輯巴 4

傷
病

、
戦
没

恩
給
法
の

調

酎

金
沢
町

に
老
人
ク
ラ
ブ
結

18，800 

待
望
の
金
町
組
織
が
達
成

昭問46揮 1月寸呂田(8) 

月
額
掛
金
総
額
一
、
五
五
O
円

H
詳
レ
い
説
明
は
農
業
費
開
会
へ
u

ハ
会
柊
助
斜
ヱ
ハ
必
(
兵
の
階
級
で

扶
助
斜
年
額
一
五
七
、
一
五
一
円

増
加
傷
病
問
問
給
一
六
M
m

際
一
害
年
金
〕
六
U
抽

選
族
年
金
一
六
必

被
援
給
与
金
一
六
ガ

f2，800 

n，7∞|ぉ，旬。

摂国年定額給付は、 36年発足のため、加入員期間に10年分を加えて計算されている。
国年定額分は、 25年拠出(最低資格期間)で月額8刈 3円、 30年で9，600円、 35年で
11，200円、 40年で12，800円となる。

〔算式) (納付月数X320円)=給付年額

5，400 4，500 

11，200 

3，600 

9，600 

900 

6，000 

8，700 

A 国民年金定額給付 ※ 

計

保
育
所
入
所
兜
童
の

申
込
受
付
に
つ
い
て

限
度
が
あ
り
入
所
出
来
な
い
湯
合
も
あ

D
ま
ナ
の
で
皐
め
に
申
込
ん
で
下
さ

期
日
昭
和
日
明
年
1
月
四
日
l
初
日

ハ
期
日
厳
守
)

申
込
先
厚
生
課
民
生
係

昭
和
利
年
度
の
保
育
所
へ
の
申
、
込
占
?

を
友
記
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

入
所
資
格
は
、
入
所
慈
一
準
〈
母
殺
が

労
働
、
内
職
、
病
気
、
看
護
、
災
害
等

に
よ
D
児
童
の
保
育
が
出
来
な
い
家

庭
)
に
該
当
す
る
児
童
で
す
が
人
員
に

一、

0
0
0円

神
山
寿
会
会
長

大
貫
か
つ
殿

大
洗
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
殿

衣
類
十
三
点
伸
寿
会
ク
ラ
ブ
横
倉
繁
男
殿

一、

0
0
0円
明
神
町
七
区
鈴
木
と
き
殿

回
、
二
O
O円

大
洗
町
立
大
賞
小
学
校
児
護
職
員

一
同
殿

子
供
オ
ー
バ
ー
三
枚
祝
町
善
木
正
男
殿

三、

C
C
O円小
林
楼
吉
川
よ
し
殿

八
、
五
二
O
円新
町
五
区
関
根
渚
殿

二、

0
0
0円
あ
け
ぼ

ω荘
山
口
徳
次
殿

衣
類
一
包

加
部
一
県
倉
殿

寺
釜

四
八
、

O
三
三
円

大
洗
町
立
磯
浜
小
学
校
児
童
一
同
殿

八
、
五
五
O
円

大
洗
町
立
南
中
学
校
坐
徒
会
}
同
殿

一、

G
O
O
-円一了
白
田
山
浩
左
衛
門
殿

四
O
、
丘
四
五
円
大
洗
親
交
ク
ラ
ブ
一
同
殿

コ
1
0
0
0円

滝
口
保
育
園
長
滝
口
立
子
殿

三、

0
0
0円

蔵
前
一
区
水
戸
工
業
高
校
生

三、

0
0
0円

去
類
一
包
み永
町
十
二
区
依
白
次
雄
殿

@
現
金
許
一
一
六
九
、

0
0
五
円
也

日
赤
特
別
祉
費

と
し
て
寄
付

昭
和
四
十
五
年
度
目
赤
特
別
社
賓
一

(
茨
城
県
が
単
独
で
災
害
救
助
無
線
設
一

備
を
す
る
た
め
の
社
質
)
と
し
て
次
の
一

万
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一

金

額

寄

付

者

一

一O、
0
0
0円
一

医
療
法
人
渡
辺
会
大
洗
海
岸
病
院
殿
一

五
1
0
0
0円
圃
大
洗
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
殿

一一一、

0
0
0円
大
貫
町
民
一
克
浩
殿

一二、

0
0
0円
磯
浜
町
箆
二
郎
殿

五、

0
0
0円
磯
浜
町
永
井
忠
尚
殿

三、

0
0
0円
磯
浜
町
野
手
列
殿

一二、

0
0
0円
磯
浜
町
篠
原
源
錦
殿

O
日
赤
募
金
に
つ
い
て

去
る
五
月
実
情
加
し
た
日
赤
募
金
に
つ

い
て
、
永
町
二
区
一
ニ
、
一

O
O円、

奉
仕
者
・
田
山
健
次
殿
よ
り
納
入
が
あ

れ
J

ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。
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精
鋭
を
誇
る
消
防
団
出
初
式



昭駒46年 1月 1BB お 君事 諸島 し、 鱒 54唾

親しまれる行政センター建設へ。新庁舎起工式(45-11.28 曲松建設現場で)

官袋収集で成果大いにあがる
ごみ処理事業

管「豊漁J (大洗港魚市場で〉

曾よい子たちの楽しむクリスマスのつどし吋第2保育所で)

事初詣うでの人たちでにぎわう
伊 大洗神社



(6) 

昭

和

特

年

度

県
功

昭和4-6 ::EF1 月 1 B 自

本
聞
か
ら
川
川
上
、
山
野
辺
一
間
氏
、
か
受
賞

本
年
度
の
n
茨
城
県
功
績
者
H

一
表
彰
ボ
「
県
民
の
日
」
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
の
郷
土
が
今
日
の

よ
う
に
発
展
し
た
の
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
こ
う
し
た
諸
先
輩
の
た
ゆ
み
な
い
努
力
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
県

功
績
者
一
表
彰
は
、
各
界
で
長
い
閥
、
じ
み
に
努
力
を
か
さ
ね
、
郷
土
の
繁
栄
の
た
め
に
尽
さ
れ
た
人
た
ち
を
た

た
え
る
も
U
で
、
こ
と
し
は
二
O
人
心
方
々
が
表
ι警
d
れ
、
本
町
か
ら
は
川
上
義
太
郎
さ
ん
と
山
野
辺
義
智
さ

ん
が
陥
れ
は
考
彰
を
受
け
ま
し
た
。
受
賞
者
の
事
績
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
D
で
す
。

装
備
の
改
善
を
は
か
り
漁
獲
の
向
上
に
尽
さ
れ
ま

傷
翻
倒
閣
闘
闘
磁
窃

瞥
闘
風
薗
醐
切

官
鹿
賀

B
F

jニ

震思

明
治
日
比

@
6
@
9

し、ら

し
た
。大
正
二
年
か
ら
五
七
年
の
問
、
法
伴
ま
ぐ
ろ
漁
業
な
ど
各
種
の

漁
業
に
従
事
し
、
技
術
、
装
備
の
改
善
、
乗
組
員
の
教
育
に
あ
た

り
、
漁
獲
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
磯
出
漁
業
協
同
組
合
の

役
員
と
し
て
漁
業
経
営
の
合
理
化
と
漁
業
協
同
組
合
の
育
成
に
努

め
て
い
ま
す
。

あ

明
治
勾

@
9
@
3

出

通

無静
岡

おお

郷
土
の
先
賢
の
偉
業
開
彰
に
尽
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
3
年
常
陽
鴎
治
記
念
会
参
与
と
な
り
、
明
治
・
大
正
の
霊

祭
御
下
賜
品
、
幕
末
・
明
治
維
新
時
の
志
士
の
滋
賀
聞
な
ど
を
保
存

展
覧
す
る
た
め
に
、
常
陽
明
治
記
念
館
の
建
設
を
許
画
し
、
こ
れ

を
完
成
さ
せ
、
白
か
ら
館
長
と
し
て
い
ま
も
な
お
、
よ
く
そ
の
管

理
運
営
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

鐸事54響

タ
ふ
る
き
を
た
ず
ね
て
6

車
曝
古
関
群
の
翼
潤
調
査
蛤
る

車
塚
、
鏡
塚
(
日
下
ケ
塚
)
の
二
大
一
車
塚
は
ま
だ
学
術
的
調
査
は
行
な
わ

古
墳
を
中
心
に
形
成
さ
れ
る
車
塚
古
墳
一
れ
て
い
ま
せ
ん
が
現
在
知
ら
れ
て
い
る

群
は
世
記
5
1
6骨
粗
初
頭
に
築
か
れ
一
も
の
と
し
て
は
わ
が
国
最
大
級
の
規
模

た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
古
史
に
い
う
仲
一
ぞ
誇
る
大
円
墳
で
す
。
今
回
周
辺
の
宅

問
窪
ま
た
は
セ
の
一
族
の
央
津
城
(
墳
一
地
化
か
ら
こ
れ
を
保
護
す
る
た
め
に
、

塾
)
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
茨
城
県
教
育
委
員
会
と
協
力
し
て
、
車

鏡
塚
は
ず
だ
に
発
掘
調
査
が
行
な
わ
一
塚
古
墳
群
を
形
成
す
る
台
地
と
墳
丘
の

れ
、
「
常
陸
鏡
塚
」
と
し
て
調
査
報
告
一
測
量
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
一
こ
れ
に
よ
り
後
世
に
伝
え
る
貴
重
な

孝
古
学
史
斜
や
保
護
対
策
の
茶
礎
資
料

な
ど
が
得
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

監
査
委
員
に

大
山
浅
吉
氏
再
選

昨
年
十
二
月
二
十
五
日
で
任
期
満
了

と
な
っ
た
大
洗
町
監
査
委
員
一
一
大
山
浅
吉

民
が
、
去
る
十
二
月
二
十
一
日
の
定
例

窓
会
議
に
お
い
て
引
き
つ
づ
き
存
選
さ

れ
四
た
び
こ
の
要
職
に
就
か
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
か

者

行

為

に

よ

る

被

害

届

」

を

し

て

下

さ

一

一

一

二

、

O
C
G
一

9

小
沼
徳
之
介

ぃ
。
詳
し
ノ
~
は
そ
の
釘
係
か
き
丘
一
襲
撃
恒
謹
君
事
一

5

川

準

果

郎

一

5

8

2

T

田
山
佐
一
、
一

8

J
H
J
E
j
r
一

諸

島

フ

勲

章

勲

記

一

資

ケ

丘

日

高

と

に

一

一

一

天

。

一

日

龍

一

汗

八

一

5
2
2
E
義
雄
一
一
一

8

一

一

て

0
0
0
一

日

飯

島

上

之

介

鱒

い

襲

警

対

し

一

古

川

可

秀

広

三

十

月

一

去

ら

は

じ

ま

っ

た

富

一

一

一

百

l

才
回
一

J
一一

8
一

口

平

戸

震

三

八

五

0

3

郡
司
次
郎
一
、

5

翻

一

翠

叩

記

の

伝

謹

一

海

鴎

名

利

雲

寺

1
一
け
あ
い
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
町
民
一

2

大

津

文

次

郎

一

j
一
一
一
、
一
志
書
-
林
高
一
一
、
一

0
0

過

ぐ

る

大

戦

に

お

い

て

戦

没

さ

れ

た

一

氏

長

期

[

品

開

山

一

時

的

諮

問

持

一

3
5太
町

一

一

日

一

一

一

一

一

一

六

一

二

C

U

2

鴨
川

1
一一一一一

5

h
U
M品
川

町

民

い

十

時

、

万

υ
龍

一

時

開

口

一

設

計

十

財

討

引

い

が

盟

仲

町

3

今関富一一一
J
一
一
、
六
五
0
一

1

宮
市
喜
久
十
四
、
四
一
。

4

中
村
茂
一
六
、
一
一
一
五
O

け
る
と
き
に
、
富
健
康
保
険
を
つ
か
一
番
で
は
次
の
一
一
不
正
の
方
選
万

μ

時

龍

棚

8

1
一
員
各
位
、
小
中
学
校
、
事
業
所
、
団
体
一

4

後

藤

進

一

一

五

、

じ

二

一

O

上
宿
1

梅
原
丸
一
一
、

8

o

dM1F医療
王

監

駐

日

程

持

一

M

M

翻

h
r一時
間

刊

誌

山

諮

問

込

書

2

皆

譲

次

点

目

一

げ

H
h一
九
五
O
一

2
中
根
底
亮
一
五
五
O

…

同

一

一

一

一

信

一

一

一

主

計

一

時

間

三

一

時

一

一

…

一

る

耕

一

誠

一

…

日

目

7
Lド
ド

一

一

日
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